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検討事項２ デマンド方式の検討 

  

  デマンド方式には、様々なタイプがあるため、瑞浪市にあった方式を検討する。 

 

１１１１．．．．運行方式運行方式運行方式運行方式 

 

（（（（１１１１））））運行方式運行方式運行方式運行方式のののの種類種類種類種類 

  瑞浪市の場合、日吉、明世、大湫、釜戸地域は、複数の谷戸沿いに集落があるので、下

表の A定路線型は非効率な運行になる。（デマンドが無い地域も運行することになる。） 

  選択可能な方式は、B、C、Dである。 

 

 

   

資料４ 

（出典：「デマンド交通の手引き」平成 25年 3月  国土交通省中部運輸局） 

平成 27年 2月 18日 

第 3回瑞浪市生活交通ネットワーク計画検討分科会 
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（（（（２２２２））））迂回迂回迂回迂回ルートルートルートルート型型型型かかかか自由経路型自由経路型自由経路型自由経路型かかかか 

 下表の比較により、自由経路型とする。 

    

■■■■運行方式運行方式運行方式運行方式のののの比較比較比較比較        

    BBBB    迂回迂回迂回迂回ルートルートルートルート型型型型    CCCC・・・・DDDD    自由経路自由経路自由経路自由経路型型型型    

メリットメリットメリットメリット    

・運行ルートが決まっているの

で、利用者にとってわかりやす

い。 

 

・自宅から目的地までドアツードアに

近いサービスのため、高齢者等にと

って安全に外出が可能。 

デメリットデメリットデメリットデメリット    

・乗降場所まで徒歩による移動が

必要となる。 

・固定ルートであり、かつバス停

からの乗降のため、ルートから

離れた住宅等へのアクセス性が

低下。 

・運行ルートは固定で、利用する

場合はルート上のバス停等で乗

降するが、 

・運行ルートを定めず区域内で運行す

るため、定路線型と比較して、目的

地への移動時間を短縮することが可

能となるが、瑞浪市の場合、走行で

きるルートが決まっているので、迂

回ルート型との違いは小さい。 

事例事例事例事例    
松阪市、志摩市 美濃市、可児市、豊田市、玉城町、 

富士宮市、富士市 

評価評価評価評価    

瑞浪市の場合、走行できる道路が限定されているので、両者の違いが少な

い。 

より自宅から近い場所での乗降が可能なことから、自由経路型が望まし

い。 

 

   

（（（（３３３３））））乗降場所乗降場所乗降場所乗降場所（（（（ミーティングポイントミーティングポイントミーティングポイントミーティングポイント型型型型（（（（バスバスバスバス停停停停でのでのでのでの乗降乗降乗降乗降））））かかかか、、、、ドアツードアドアツードアドアツードアドアツードアかかかか）））） 

 

■■■■乗降方式乗降方式乗降方式乗降方式のののの比較比較比較比較        

    CCCC    ミーティングポイントミーティングポイントミーティングポイントミーティングポイント型型型型    

（（（（バスバスバスバス停型停型停型停型））））    
DDDD    ドアツードアドアツードアドアツードアドアツードア型型型型    

メリットメリットメリットメリット    

・タクシーとの区分がしやすい。 

・バス停まで歩くことが健康に良

い。 

 

・バス停で待たなくて良いので、安全で

快適。 

 

デメリットデメリットデメリットデメリット    

・自宅から徒歩が必要になる。 

・天候の悪いときは、バス停で待

つのが大変。 

・車両の走行距離が長くなり、所要時間

がバス停型よりは長くなる。 

・タクシーとの違いがないため、タクシ

ー事業者との調整が必要。 

事例事例事例事例    

美濃市 

可児市 

玉城町 

富士宮市 

富士市 

評価評価評価評価    

瑞浪市の場合、地区の幹線道路沿いに集落が形成されているため、バス停型

とドアツードア型の違いが少ない。 

天候に左右されないで乗車可能なことから、ドアツードア型が望ましい。た

だし、タクシー事業者との調整が必要。 
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２２２２．．．．運行運行運行運行ダイヤダイヤダイヤダイヤ 

  以下の方式があるが、瑞浪市の場合、片道の運行に 30 分～１時間近くかかることから、

時間フリーの場合には必要車両台数が増えること、相乗りになりにくい。このため、基本

ダイヤ型とする。 

 

方式 基本基本基本基本ダイヤダイヤダイヤダイヤ型型型型    時間時間時間時間フリーフリーフリーフリー型型型型    

特徴特徴特徴特徴    
・概ねの発時刻、着時刻が設定さ

れており、予約に応じて運行。 

・需要に応じて随時運行。 

メリットメリットメリットメリット    

・相乗りが促進され、効率的な運

行になる。 

・コミュニティバスの運行本数に

近い運行とすることで、地域間の

公平性が高い。 

・利用者にとっては、利用したいとき

にいつでも利用でき、便利。 

デメリットデメリットデメリットデメリット    

・利用できる時間が限定される。

しかし、コミュニティバスと同等

かそれ以上のサービスになるの

で、問題は小さい。 

・地域から中心部まで 30 分以上かか

る地域が多いため、需要に対応しよう

とすると、必要な車両台数が増える。 

・相乗になりにくい。 

・タクシーとの違いがなくなる。 

評価評価評価評価    

基本ダイヤ型のほうが、コミュニティバスの運行地域との公平性が高く、

相乗りの促進、車両台数を最小化でき経費削減につながることから、基本

ダイヤ型が望ましい。 

 

  



4 

 

３３３３．．．．デマンドデマンドデマンドデマンド交通交通交通交通のののの実施実施実施実施イメージイメージイメージイメージ    

 項目 内容 

①運行方法  〇利用者からの予約があったときのみ運行 

②運行日 〇現行の瑞浪市コミュニティバスと同様に、運行日運行日運行日運行日はははは、、、、平日平日平日平日のみのみのみのみ（（（（年末年末年末年末

年始年始年始年始のののの 12121212月月月月 30303030日日日日～～～～１１１１月月月月３３３３日日日日はははは運休運休運休運休））））とする。 

③運行ダイヤ 〇運行時間帯は、買物や通院時間帯の利用に対応することを基本とす

る。ただし、地域と中心部エリア間の所要時間は 30分～1時間程度か

かり、所要時間をフリーにすると多くの車両が必要となり経費が増大

すること、また、乗り合いを促進するため、基本運行基本運行基本運行基本運行ダイヤをダイヤをダイヤをダイヤを設定設定設定設定す

る。 

〇基本運行ダイヤのイメージ（詳細は、地域や利用者との協議等をもと

に設定する。） 

地域内⇒中心部 中心部⇒地域内 

第 1便 7時発 第 2便 8時発 

第 3便 9時発 第 4便 10時発 

第 5便 11時発 第 6便 13時発 

第 7便 14時発 第 8便 15時発 
 

④運賃 〇現行現行現行現行のコミバスとののコミバスとののコミバスとののコミバスとの整合整合整合整合をををを図図図図りながらりながらりながらりながら、、、、決定決定決定決定する。 

※現在、デマンド運行を行っているコミバス大湫は、運賃大人一人

700 円（子ども 350 円）であり、実際にかかっている経費は、1 運

行あたり 3,950円である。    

〇乗り継ぎ割引き 

   瑞浪市コミュニティバスへの乗り継ぎは、1 回に限り、乗り継ぎ券

を発行し、乗り継いだ先の交通手段を半額にするなど、割り引く。   

 

⑤乗降場所 〇原則原則原則原則、、、、ドアツードアドアツードアドアツードアドアツードア。ただし、車両が入っていける場所に限定。 

⑥利用登録 〇利用者の予約を簡便にする（登録番号だけで自宅の場所が分かるた

め、予約ための手間が短縮できる）とともに、利用特性を把握して評

価・改善に活かすため、利用者は事前に利用登録利用登録利用登録利用登録を行うものとする。

（市民に限定） 

⑦予約方法 〇予約は、WEBWEBWEBWEB またはまたはまたはまたは電話連絡電話連絡電話連絡電話連絡によるによるによるによる事前予約制事前予約制事前予約制事前予約制とする。 

〇予約運行の手法、予約期限、予約受付場所等はシステム能力をみなが

ら、運行予定事業者と協議して検討する。（予約は、１時間前までなど

を想定） 

⑧運行車両 〇使用車両は、ワンボックスワンボックスワンボックスワンボックス車両車両車両車両あるいはセダンあるいはセダンあるいはセダンあるいはセダン車車車車を想定する。試行運

行の結果等をもとに選択する。 

⑧システム 〇市域が広く乗車場所と行き先が多いこと、受付の確実性及び効率的な

運行を行うため、携帯電話のインターネット回線やＧＰＳ等を活用し

たＩＴＩＴＩＴＩＴ型型型型のののの配車配車配車配車システムシステムシステムシステムのののの導入導入導入導入をををを検討検討検討検討する。ただし、運行事業者との

協議を踏まえ、地域によっては、現行のタクシー無線等の活用もあわ

せて検討する。 

 

 


